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１．はじめに

NHK の番組ブラタモリは，タモリさんが日本各地に赴

き，その地域の文化・地質・地形などを取り上げながらそ

の成り立ちに迫る番組である．好評を博し，2022 年には

200 回を超えた．2023 年 1 月 28 日に放送された #227

「足利」回では，栃木県足利市が取り上げられた．同放送で

は「足利はときどき天下をとる !?」と題して，同市を代表す

る観光地であるあしかがフラワーパークや日本遺産である

足利学校などが紹介された．その中で，筆者は地質・地形

の面から見た足利の成り立ちの解説を担当した．

足利の地形は，北東 – 南西に伸びる山が幾重にも重なっ

チャートが生み出した足利の地形：足尾山地南西部
「桐生及足利」地域で観察できる地層と岩石

ているのが特徴であり，その形成においてはチャートが大

きな役割を果たしている．番組では，模型やフリップと

いった理解を助ける仕組みを用いて説明が行われた．本解

説では，改めて図面などを示して補足説明を行う．

２．足利の地形を作った地質

2. 1　足利地域の地質の概要
足利市は栃木県の南西端に位置し，同県の佐野市並びに

群馬県の桐生市・太田市・館林市・邑
お う ら

楽町と接する．地形的

には足尾山地の南部にあたる（第 1 図）．足利学校や鑁
ば ん な じ

阿寺

周辺は平地に存在するが，その周囲は山に囲まれている．

1） 産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門 キーワード：足利，城郭，チャート，付加体，地形

第 1 図　足尾山地の地質概略図．伊藤ほか（2022）に基づく．
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この地形を形作っている地層や岩石のうち，大きな役割を

果たしているのがチャートである（第 2 図）．生物源チャー

トは，放散虫などの珪質骨格を持つ生物が海底に降り積

もってできた堆積岩である．チャートは緻密で硬く（堆積

学研究会編，1998），火打石に用いられることもある．

足利周辺を含む「桐生及足利」地域において，筆者らは 5

万分の 1 地質図幅を刊行しており（伊藤ほか，2022），また

その過程で研究成果を公表している（例えば，伊藤，2021）．

足利周辺のチャートは足尾帯ジュラ紀付加体の葛
く ず う

生コンプ

レックスに属する（伊藤，2021）．葛生コンプレックスは

チャート・珪質泥岩・泥岩・砂岩泥岩互層・砂岩からなる

チャート – 砕屑岩シーケンスが繰り返す構造により特徴づ

けられ（鎌田，1997；伊藤，2021），足利周辺でもその構

造がみられる．足利周辺の地質図（第 2 図）をみると，それ

ぞれの岩相が北東 – 南西に伸びることが認識できる．この

岩相の配列は地形にも反映されており，チャートの分布に

沿って山が連なっている．

足利市内や周辺の山中では多くの箇所でチャートが観察

できるが，番組では「切り通し」が取り上げられた．以下，こ

の切り通しで観察できるチャートの特徴を述べ，これらの

チャートが足利の地形を形作った過程について解説する．

2. 2　切り通しに露出するチャートの特徴
番組で取り上げられたのは足利公園の北方，足利市通７

丁目の切り通しである（第 2 図）．ここは明治時代に切り開

かれた道であり，現在の県道67号ができるまでは足利の西

部と中心地を結ぶ道であった．この切り通しはチャートの

走向に直交するかたちで切り開かれており，チャートがよ

く観察できる（第 3 図 A）．切り通しのチャートは灰色から

暗灰色を呈するものが多く，一部では赤色や明灰色のもの

もみられる．単層の厚さは 5 ～ 15 cm 程度で通常 0.1 mm

程度の泥質薄層を挟んで明瞭に成層する．層状チャートの

見かけ上の厚さは数 10 m に及ぶが，褶曲を繰り返してお

りまた断層もみられるため正確な厚さは不明である．

切り通しのチャートは複褶曲しており，様々な褶曲が見

られる．第 3 図 B の範囲内では，下部では「く」の字に曲

がっているが，上部では「M」の字に褶曲する様子が観察で

きる．

切り通しのチャートから化石は得られていないが，北東

方に延長するチャートからは三畳紀の放散虫やコノドント

が産出している（Ito， 2020， 2021）．織姫公園北方の登山

道沿いに露出するチャートから得られた中期三畳紀放散虫

（Ito， 2021）を第 4 図に示す．

第 2 図　�足利周辺の地質図と山城の位置．地質図は伊藤ほか（2022）及び著者の未公表データに基
づき作成した．山城の位置と名称については，平井ほか（1979）に基づく．



GSJ 地質ニュース Vol. 12  No. 2（2023 年 2 月）          43

チャートが生み出した足利の地形：足尾山地南西部「桐生及足利」地域で観察できる地層と岩石

第 3 図　足利市通の切り通しでみられるチャート．Ｂの黄色補助線は層理面と褶曲を示す．

第 4 図　�織姫公園北方の登山道沿いに露出するチャートから産出した三畳紀放散虫化石．Ito 
（2021） から試料 IT18100702 の一部を転載した．

（1） Triassocampe sp. cf. T. deweveri Nakaseko and Nishimura. （2, 3） Annulotriassocampe sp. 
（4） Yeharaia sp. （5–8） Pseudostylosphaera sp. cf. P. japonica （Nakaseko and Nishimura）. （9） 
Eptingium sp. cf. E. nakasekoi （Kozur and Mostler）. （10） Spine A2 of Sugiyama （1997）. （11） 
Muelleritortis? sp. （12） Xenorum? sp. 
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2. 3　足利の地形ができるまで
足尾山地はジュラ紀付加体を主体とする．付加体は海洋

プレートを構成する岩石やその上の堆積物からなる．一般

的なジュラ紀付加体を例として説明する（第 5 図）．海洋プ

レートは海嶺で誕生する．陸源性砕屑物が届かない遠洋域

では，放散虫などの珪質骨格からなる化石が堆積しチャー

トが形成される．海洋プレートの移動に伴い大陸に近づい

てくると，陸源性砕屑物の供給量が増え，やがて珪質泥岩

や泥岩がチャートの上に堆積する．さらに大陸に近づいて

プレート境界部に達すると，海溝を充填する堆積物として

砂岩が堆積する．付加体によっては，海山を構成する石灰

岩や砂岩のさらに上位に礫岩がみられることもある．

海洋プレートの構成岩類やその上の堆積物の一部は，プ

レート境界部で大陸プレートに付加することがあり，これ

は付加体と呼ばれる．付加体先端部で剥ぎ取り付加が起き

ると，チャート–砕屑岩シーケンスが繰り返す構造が形成

される．ジュラ紀付加体においては，ペルム系最上部～下

部三畳系珪質粘土岩を基底とした繰り返し構造が知られ

ている（例えば，Matsuoka， 1992；Nakae， 1992；中江，

1993）．

剥ぎ取り付加で形成されたチャート – 砕屑岩シーケンス

の繰り返し構造は，様々な過程を経て陸化する．陸化し

た後の過程を第 6 図に示す．陸化した場合，緻密で硬い

チャートは風化しにくく（日本地形学連合編，2017），こ

れに対して相対的に柔らかい砂岩や泥岩は先んじて風化し

ていく．その後，地形的低まりにあたる砂岩や泥岩の上に

は河川からの砂や泥などが堆積して平地が生まれる．こう

いった過程を経ると，チャートからなる山が連なる地形が

形成される．足利はこの典型的な地形と言える．

こうして足利の特徴的な地形が形作られた．平地に築か

れた足利学校や鑁阿寺はこれらのチャートの壁に囲まれて

おり，防衛に有利だったと思われる．鎌倉時代から室町時

代にかけて，周辺のチャートの山には，足利城や尻無山城な

ど多くの山城も築かれている（第 2 図；平井ほか，1979）．

長きにわたってチャートとその地形が活用されてきたと言

えるだろう．

３．終わりに：「桐生及足利」地域の見どころ

本解説では，足利市周辺に露出するチャートに着目し， 

第 5 図　海洋プレート上の堆積物と付加過程の簡略図．チャート中の紫は珪質粘土岩を示す．

第 6 図　�チャート – 砕屑岩シーケンスの繰り返しからなる地層が陸
上に露出した後の過程を示した簡略図．
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その地形との関係を紹介した．これまで述べてきたよう

に，足利の地形の成り立ちにおいてはチャートが大きな役

割を果たしている．チャートは切り通しのほかにも足利の

各地で観察でき，市街地にも露出している箇所が多い．庭

石としてもしばしば使われており，足利学校の庭園には褶

曲したチャートの庭石もみられる．

本解説では足利周辺を取り上げたが，5 万分の 1 地質図

幅「桐生及足利」の範囲ではこれ以外に特徴的な地層や岩石

が観察できる地点も多い．「桐生及足利」の調査の過程で見

つけた観察可能な地点の一部については，巡検案内書とし

て紹介した（伊藤，2022）．同案内書内の Site 9 や Site 12

ではチャート – 砕屑岩シーケンスの繰り返しを示している

ほか，Site 10 では足利城のチャートを，Site 11 では足利学

校の庭石に使われているチャートを紹介している．チャー

ト – 砕屑岩シーケンスの繰り返し構造の形成に大きな役割

を果たした珪質粘土岩は，Site 1 で観察できる．巡検案内

書で取り上げた地点の特徴を付表 1 に示したので，興味が

沸いた方は参照されたい．
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